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本資料における業績予想及び将来の予想等に関する記述は、
現時点で入手された情報に基づき判断した予想であり、潜在的
なリスクや不確実性が含まれております。
従って、実際の業績は、様々な要因により、これらの業績とは異
なることがありますことをご承知おき下さい。



連 結

２００７年３月期 第１四半期連結決算概況　２００７年３月期 第１四半期連結決算概況　
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（平成１８年４～６月）

１，０４４億

１，２６５億

億円

②

◆コンシューマ：＋５７億

◆時計：＋１９億

◆ＭＮＳ：＋２０４億

・デジタルカメラ＋５４億

◆デバイス：△６２億

売上の概況　売上の概況　
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　　前年第１四半期　　　
（平成１７年４～６月）

　　当第１四半期　　　　
（平成１８年４～６月）

３６億

５５億
＋１９億

◆エレクトロニクス機器：＋２９億

・デジタルカメラと携帯電話の　
　増収に伴う増益と利益率改善
　　　　　　　　　　　　

億円

◆デバイス・その他：▲１４億

・ＴＦＴの単価下落

・カシオマイクロニクスの減益

③営業利益の概況　営業利益の概況　



連 結

２００７年３月期 中間・通期決算予測　２００７年３月期 中間・通期決算予測　
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上期見通し　上期見通し　

◆エレクトロニクス機器：＋２５億

・デジタルカメラは国内・海外ともに順調に拡大

◆デバイス・その他：▲２５億
・カシオマイクロニクスの計画見直し
・ＴＦＴはﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙGPS向けとﾊﾝｽﾀｰ生産ｽﾀｰﾄ

◆エレクトロニクス機器：＋１４億

・基盤事業の収益性向上（１２．８％）

◆デバイス・その他：▲１４億

・カシオマイクロニクスの計画見直し

・ＴＦＴは高付加価値ジャンルスタートとコストダウン
　効果実現で収益性改善

・デジタルカメラ、携帯電話の利益率も向上

・携帯電話は海外もスタートし、国内は新製品投入

⑤

売上

営業利益
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戦略５事業の展開１　戦略５事業の展開１　

◆デジタルカメラ

◆電子辞書

・１ＱはＥＸ-Ｚ６００に加えて、Ｚ１０００も販売好調で国内シェア前年比アップ　　

　　　　　　　　　　

　・１Ｑは音声機能対応モデルの販売好調　　

⑦

売上１，３００億、営業利益率７％達成を目指す

国内市場で音声機能対応モデル拡充と海外展開拡大で収益性向上を目指す

　・海外市場は中国を主軸に拡大し、高利益率も維持

・２Ｑ以降ＥＸ-Ｚ１０００を本格的に海外でも拡大し、さらに普及価格帯モデルの

　新製品投入で海外市場を拡大

・収益性も１Ｑは計画どおり推移し、２Ｑ以降も付加価値のとれる普及価格帯　　
　モデルの投入で計画どおり利益率を達成

・海外市場でも本格的にｽﾀｲﾘｯｼｭ･ｺﾝﾊﾟｸﾄﾓﾃﾞﾙの普及価格帯が売れ筋となり、
　北米で順調に拡大推移



戦略５事業の展開２　戦略５事業の展開２　

◆携帯電話

◆ＴＦＴ液晶

・１Ｑは前期投入した新製品W41CAが全ｷｬﾘｱでﾄｯﾌﾟｼｪｱ達成で大幅な増収に寄与　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・１ＱはﾓﾊﾞｲﾙGPSﾅﾋﾞ向け新規顧客先への納入をスタートし、２Ｑ以降の拡大

　の基盤を構築しつつある。

⑧

海外市場への本格参入で売上拡大し、営業利益率５％の達成を目指す

新規ｼﾞｬﾝﾙ(ﾓﾊﾞｲﾙGPSﾅﾋﾞ向け)への参入による収益性改善と生産ｷｬﾊﾟ増強

・２Ｑ以降ハンスターの生産開始され、携帯電話向け規模着実に拡大し、　
　今後コストダウン効果も期待できる。

◆時　計

電波時計比率４５％を達成し、営業利益率１６％を目指す

・１Ｑは高付加価値なＯＣＥＡＮＵＳの拡大寄与で時計売上前年比＋１４％増収

・２Ｑ以降女性市場拡大に向けて世界５局の標準電波に対応したBaby-Gの　　　
　新製品を投入、さらにG-SHOCKでも初めての世界５局対応新製品投入で　　　

　ラインアップを拡充

・２Ｑ以降北米市場でｺｱ技術を活かしたﾓﾃﾞﾙ投入と国内市場で新製品投入に　　　　
　より売上増と収益性向上を目指す



売上高

セグメント別売上・営業利益　セグメント別売上・営業利益　
単位：億円
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